
（第3時限： 100分）

2025年度 ② 

,
'
 

数 学 問 題

6ページ）

理系型3教科方式
薬学方式

注意事項

1.試験開始の合図があるまでこの問題冊子の中を見てはいけません。

2.解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

3.解答用紙 l枚彙下書用紙2枚は，この冊子の中に折り込んであります。

4.試験終了後問題冊子・ド書用紙は持ち帰りなさい。

(Yab（こ））



数学

次の I' 1I' 皿 Nの設問について，問題文の［~にあてはまる適当なものを解
答用紙の所定の欄に記入しなさい。ただし，近似値を記入してはいけません。分数を

記入する際は，既約分数を記入しなさい。また根号を含む分数を記入する際は，分

母を有理化した分数を記入しなさい。

ー

〔1〕 座標平面において，次の連立不等式の表す領域I)に含まれる格子点 (x

標，y座標がともに整数である点）の個数を考える。ただし， nは自然数と

る。

｛ 1二x二3n
〇~y ~ log3X 

y = k (kは整数）が領域Dと共通部分をもつとき， Kの値の範囲は

ロコである。

直線y=kと曲線y= Jog3xとの交点の座標は（［ここ］， k)である。

したがって，領域Dに含まれる直線y=k上の格子点の個数は， nとKを

用いて［こ］と表される。

よって，領域Dに含まれる格子点の個数は， nを用いると

I

¥

 
) 3" +ロコ

となる。
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〔2〕 〇 ~x く 2 冗， 〇;;:;;yく勾のとき， 次の連立方程式の解を求める。

{ COSX = l -siny 

sinx = /万＋ cosy

①, 

となる。ただし，

②より xを消去すると

sinyーニ xcosy＝［ロ

ロコは定数である。

③は次のように変形できる。

①

②

 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

"~ 

③
 

sin (yーニ）＝ロコ

ただし，
冗
＿

2 ニロコニ］
〇~yく盆より，y=口である。
y=二を①，②に代入して，

であり， ロコは定数である。

。；；；；xく盆を満たすxの値を求めると

x=［三］
が得られる。

〔3〕 700点満点の試験をしたところ，受験者 10人の得点xは次の通りであった。

620, 615, 595, 605, 

ロである。

得点xの仮平均を 600として

590, 625, 585, 580, 600, 605 

得点xの平均値は，

ここで，

とすると，

したがって，

X - 600 
u == 
5 

変量 uの標準偏差は［三こ］である。

得点xの標準偏差は［ロニlである。
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]I p, qをp2:;0>qを満たす定数とし． f(x) = x4 + 4px3 + 2qx2を考える。

〔1〕 関数f(x)の導関数をf'(x)とし，方程式f'(x)= 0の異なる 3個の実数

解を 0, a,Bとする。さらに a>/3とすると， aは，p,qを用いて

二＋ v|ロコーロ］
“ 2

 と表される。

〔2〕 関数f(x)が x= -2, 2で極値をとるとする。

このとき，p=［こ］，q=［ロニlであり，ー 3:;;:;x ~ 3における関数
f(x)の最大値は［ロニ],最小値は［ロニlである。
この関数y= f(x)のグラフを直線y=［ロニ|に関して対称に折り

したグラフを関数y= g(x)のグラフと

g(x) =［口］ Xx4＋［DX炉ー［口］

である。

さらに関数y= f(x)のグラフと関数 Y= g(x)のグラフで囲まれた図

Sは

S=ロコ
である。

- 3 -

(Yab◎)) 



m
 

に存在する 4

△ABC, △BCD. △CAD, 

A, B, 

△ABD 

C, 

体ABCI)の一辺の長さは aであり，

Dを頂点とする

をそれぞれP,Q. 

A (0, 三， 0)' 
R, 

ABCDにおいて．

Sとする。正四面

B（予 0, 0), 

C (1 ・ 0, o)とする。また， Dのz座標を正と る。

〔l〕 AP 

た し．

BP= CP＝二，△BCPの面積は［こ］てある。

ロ，口については aを用いて答えよ。

〔2〕

点R

点Dの座標は［三こ］，

は［口］，点s
って， AQ=BR= CS し

である。

た し，

は［こ］，点Q

は［口］である。

DP=［こ］瞑＋

ロから［こ］までについてはaを用い

は［こ］

＋可＝ニ

ょ。

〔3〕 4本の線分AQ,BR, cs. DPは1点で交わり， その交点を 四面体ABCD

の重心という c 正四面体ABCD をGとするとゞ x、yを用いて互：

を次のように ことができる。

豆＝叩＋ xor

ロ，y＝ロコである。

J 

ySC 

このとき， X

〔4〕 面と面ふ乃なす角を 0とすると， cos0 ロコである。
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N nを2以上の整数とする。図 1のように，同じ大き

さの立方体の箱を横に 2個並べ，手前から奥に向かっ

て合計2n個並べた直方体がある。なお，図 lは

n = 3のときの直方体を真上から見たときのもので

ある。

一番手前にある 2個の箱を除くすべての箱に 1枚ず

つ硬貨を投げ入れる。硬貨を投げ入れたとき表裏が出

1 
る確率は，それぞれ―—である。

2 

ここで，次の事象A,Bを考え，事象Aが起こる

場合の数を an, 事象Aが起こる確率を凡とする。

A:お互いに側面が接しており，かつ硬貨が入っ

ている 2個の箱の中を見ると，少なくとも 1枚

は裏が出ている

B:表が出ている硬貨の枚数と裏が出ている硬貨

の枚数が等しい

図2は n= 6のときの積事象 AnBの例を示して

いる。

④ ）` 

）` )̀ 

`) ④ 

④ ）` 

）` ）` 
〔1〕 n = 2の場合，箱の総数は4であるが，硬貨

を投げ入れる箱の数は 2である。したがって，

a2 =二， P2=ロコてある。

n = 3の場合 a3＝［こ］，化＝［こ］である。

n = 4の場合凡＝ ［こ］である。

奥

▲
 

手前

図1

奥

手前

図2

〔2〕 n~4 のとき，次の漸化式が成り立つ。

an=ロコ Xa11_1 +［DX  an-2 
n = 6の場合凡＝ ［こ］である。

n = 6の場合事象Aが起こったことがわかっているとき，事象Bが起こ

る確率は［ロコである。
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〔3〕 a, /3を実数として，〔2〕の漸化式を次のように変形する。

a,1-gan-l = 0(a,1-l―aan-2) 

この式を満たす(1,/3の組は 2組あり

((1, /3) ＝ （二， ロコ）または((1,/3) ＝ （口］＇ 口］）

である。ただし＇ ［ここ］ ＜ ［ロコとする。

(1, /3の組が2組あるので，二つの漸化式が得られる。これらの漸化式から

数列 {a,,}の一般項を計算して，凡を求めると

凡＝ロ

となる。
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